
子供のための情報モラル育成プロジェクト 

テーマ「教科横断的な情報モラル教育の全体計画例と実践事例の作成・配布」 

実施主体：北海道教育委員会 

《取組の概要》 

 児童生徒が情報モラルを身に付けられるよう、各学校の実態に応じた計画に基づく実践の参考となる
学校種ごとに指導時間を含めた教科横断的な全体計画例と実践事例を作成・配布した。 

１ 本事業に取り組んだ理由（課題を含めて） 

 情報モラルに関する指導は、これまで、中学校における「技術・家庭」や高等学校における教科「情報」で
取り扱うこととなっているほか、各学校の実態に応じて「道徳」や「総合的な学習の時間」などで指導を行っ
ているが、指導時間には差がみられる状況となっていた。そのため、モデルとなる計画例とその計画に基
づく実践例を提供することで、各学校の実態やこれまでの指導の状況に応じた取組を促すこととした。  

２ 実施スケジュール 

１ 「全体計画例」の検討・作成 平成26年4月～6月 
２ 小学校用・中学校用「全体計画例」の発出 平成26年6月 
３ 高等学校用「全体計画例」の発出 平成26年7月 
４ 「全体計画例に係る実践事例」（以下「実践事例」）の検討・作成 平成26年6月～10月 
５ 小学校用・中学校用「実践事例」の発出 平成26年7月～8月 
６ 高等学校用「実践事例」の発出 平成26年11月 

３ 事業展開 

  「全体計画例」では、年間のスケジュールに合わせて教科、領域、特別活動・行事ごとに指導場面を設
定した計画となっている。それぞれの指導場面に「情報モラル教育実践ガイダンス」で示された情報モラ
ル教育の目標と各学年の計画のポイントを明記している。 

  各学校に対し、児童生徒の発達の段階を踏まえた目標設定とともに、指導教科、時数を明確にした計
画、各教科等の内容と関連付けた総合的・横断的な指導について、工夫改善を図ることを求めている。 

  小学校用・中学校用「全体計画例」では、「情報モラル教育実践ガイダンス」で示された情報モラル教
育の目標と指導場面の関連を確認する「指導カリキュラムチェックリスト」を添付している。 

  「実践事例」では、文部科学省委託事業「情報化社会の新たな問題を考えるための教材」を活用し、動
画教材を用いた展開例を示している。 

～ 考えよう 家族みんなで スマホのルール ～ 



４ 事業の成果（効果） 

  これまで、各教科、領域等で個別に行われていた情報モラル教育を、各教科等の内容と関連付け、発
達の段階に応じた計画を作成する資料を示すことができた。 

  研修講座等において、教職員が体系的な情報モラル教育の進め方について理解を深める資料を提
示することができた。 

  情報モラル教育において、動画教材を用いた展開例を示すことができた。 

５ 事業を成功させるためのポイント 

  「情報モラル教育実践ガイダンス」で示された情報モラル教育の目標と各教科、領域等との関連付け
を明確にしたことにより、体系的な計画の作成が可能となった。 

  道立教育研究所附属情報処理教育センターとの連携により、各教科、領域等の専門性を生かした「全
体計画例」を作成することができた。 

  研修において、全体計画例を基にした協議・演習を設けることで、参加教員が自校の情報モラル教育
を見直すことができた。 

７ その他 

  各学校が作成する際のフォーマットとして活用できるよう、北海道内の各学校へ「全体計画例」と「実践
事例」を電子データとして配布している。  

８ 参考資料等 

６ 今後の展開（継続・発展させていくために） 

  各学校が情報モラル教育の必要性を理解し、児童生徒の実態に応じた計画を作成できるよう継続的
な指導助言を行う。 

  研修講座等の機会に、各学校の情報モラル教育への取組状況の交流などを行い、優れた計画や実
践事例を広げていく。 

参考ホームページ 
・北海道教育委員会 
 http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/index.htm 
・北海道立教育研究所附属情報処理教育センター 
 http://www.ipec.hokkaido-c.ed.jp/ 
 


